
一
〇

専
攻
学
科
目　

心
臓
血
管
外
科
学

生　

年　

月　

昭
和
一
六
年　

一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
〇
年　

三
月 

大
阪
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

四
四
年　

三
月 

米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
心
臓
外
科
ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ェ
ロ
ー 

同　

四
七
年　

七
月 
大
阪
大
学
医
学
部
助
手 

同　

五
一
年　

六
月 
医
学
博
士

同　

五
五
年　

七
月 
大
阪
大
学
医
学
部
講
師 

同　

五
六
年　

四
月 

奈
良
県
立
医
科
大
学
医
学
部
教
授 

平
成　

九
年
一
〇
月 

奈
良
県
立
医
科
大
学
名
誉
教
授

同　
　

九
年
一
〇
月 

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
副
院
長

同　

一
二
年　

七
月 

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
病
院
長 

同　

一
三
年　

四
月 

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
総
長 

同　

二
〇
年　

四
月 

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
（
改
称
）
名
誉
総
長

同　

二
一
年　

四
月 

医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
四
年　

四
月 

堺
市
立
病
院
機
構
理
事
長

同　

二
七
年　

四
月 

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
八
年　

四
月 

堺
市
立
病
院
機
構
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
理
事
長

同　

二
八
年　

六
月 

循
環
器
病
研
究
振
興
財
団
理
事
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

北き
た　

村む
ら　

惣そ
う

一い
ち

郎ろ
う



一
一

医
学
博
士
北
村
惣
一
郎
氏
の
﹁
心
臓
外
科
新
領

域
の
開
発
と
普
及
：
小
児
冠
動
脈
再
建
手
術
﹂

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

新
手
術
法
開
発
の
背
景

　

一
九
七
〇
年
代
以
前
に
は
小
児
期
︑
思
春
期
に
お
け
る
小
児
冠
動
脈
再
建

︵
バ
イ
パ
ス
︶
手
術
は
適
応
症
例
も
明
確
で
な
く
︑
全
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
︒
そ
れ
ら
が
変
化
し
た
の
は
︑
一
九
七
〇
年
以
降
の
川
崎
病
心
後
遺
症
の
出

現
や
先
天
性
心
疾
患
で
あ
る
完
全
大
血
管
転
位
症
に
対
す
る
動
脈
ス
ウ
ィ
ッ
チ

手
術
︵Jatene

手
術
︶
や
肺
動
脈
弁
︱
大
動
脈
弁
入
れ
替
え
手
術
︵R

oss

手

術
︶
等
の
複
雑
な
小
児
心
臓
外
科
手
術
の
普
及
と
そ
れ
に
伴
う
冠
動
脈
合
併
症

の
出
現
が
あ
る
︒
特
に
わ
が
国
で
は
川
崎
病
の
多
発
と
そ
の
後
の
幼
児
・
学
童

の
突
然
死
が
頻
発
し
︑
社
会
問
題
化
し
た
背
景
が
あ
っ
た
︒

　

当
初
︑
川
崎
病
は
急
性
熱
性
皮
膚
粘
膜
リ
ン
パ
節
症
候
群
と
呼
ば
れ
︑
急
性

感
染
症
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
︑
一
旦
治
癒
し
た
と
思
わ
れ
た
幼
児
の
死

亡
が
多
発
し
た
︒
死
亡
例
の
解
剖
か
ら
冠
動
脈
の
強
い
炎
症
︑
瘤
化
︑
血
栓
閉

塞
︑
血
管
壁
肥
厚
︵
内
膜
肥
厚
︶
な
ど
が
生
じ
︑
小
児
の
虚
血
性
心
疾
患
︵
心

筋
梗
塞
︶
が
死
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
︑
さ
ら
に
︑
こ
れ
ら

の
病
変
は
生
存
児
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
当
時
の
厚
生

省
班
会
議
で
は
︑
川
崎
病
後
の
小
児
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率
は
極
め
て
高
く
︑
初

回
梗
塞
で
二
二
％
︑
第
二
回
梗
塞
で
六
三
％
︑
第
三
回
梗
塞
で
八
三
％
の
死
亡

率
が
報
告
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
原
因
は
現
在
に
到
る
ま
で
不
詳
の
ま
ま
で
︑
内

科
的
治
療
法
と
し
て
ス
テ
ロ
イ
ド
︑
ア
ス
ピ
リ
ン
︑
γ—

グ
ロ
ブ
リ
ン
療
法
が

行
わ
れ
た
が
外
科
的
治
療
法
は
存
在
し
な
か
っ
た
︒

　

一
方
︑
冠
動
脈
の
病
理
学
的
研
究
か
ら
本
症
は
急
性
瀰
漫
性
中
型
動
脈
炎
と

位
置
づ
け
ら
れ
︑
外
科
的
治
療
法
の
可
能
性
に
は
懐
疑
的
な
意
見
が
多
か
っ

た
︒
ま
た
︑
炎
症
性
冠
動
脈
閉
塞
に
対
す
る
冠
動
脈
再
建
︵
バ
イ
パ
ス
︶
手
術

の
適
応
や
有
効
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
わ
が
国
で
多
発
し
︑

か
つ
︑
小
児
︑
学
童
の
突
然
死
が
多
発
す
る
事
態
が
生
じ
︑
川
崎
病
は
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
ゆ
き
︑
有
効
な
外
科
的
治
療
法
の
開
発
が
切
望
さ
れ
て
い

る
状
況
で
も
あ
っ
た
︒
因
み
に
︑
現
在
で
は
川
崎
病
の
新
規
発
生
は
日
本
で
年

間
二
〇
︑
〇
〇
〇
人
︵
累
計
三
〇
万
人
以
上
︶︑
米
国
で
年
間
八
︑
〇
〇
〇
人

以
上
が
報
告
さ
れ
︑
最
近
︑
冠
動
脈
瘤
の
発
生
は
減
少
し
た
も
の
の
︑
現
在
で

も
二
～
三
％
に
薬
物
治
療
に
抵
抗
し
て
重
大
な
冠
動
脈
病
変
が
発
生
し
て
い

る
︒
こ
の
疾
患
は
全
世
界
で
認
め
ら
れ
て
お
り
︑
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
は

も
と
よ
り
︑
欧
米
の
白
人
小
児
で
も
重
篤
な
冠
動
脈
合
併
症
が
増
加
し
て
い
る
︒

新
手
術
法
の
開
発

一 

．
北
村
惣
一
郎
氏
は
︑
ま
ず
手
術
適
応
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
︑
当
時
行
わ



一
一

れ
て
い
な
か
っ
た
小
児
で
の
選
択
的
冠
動
脈
造
影
を
手
作
り
の
カ
テ
ー
テ
ル

を
用
い
て
開
始
し
︑
川
崎
病
冠
動
脈
疾
患
の
病
態
を
詳
細
に
調
べ
︑
予
想
に

反
し
多
く
の
患
児
に
お
い
て
外
科
的
治
療
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
︒

二�

．
一
九
七
五
年
︑
世
界
で
初
め
て
と
な
る
川
崎
病
冠
動
脈
疾
患
に
対
す
る
手

術
を
四
歳
男
子
︑
前
壁
心
筋
梗
塞
を
有
す
る
小
児
に
行
っ
た
︒
バ
イ
パ
ス
グ

ラ
フ
ト
に
は
自
己
の
下
肢
静
脈
を
利
用
し
た
︒
術
後
に
良
好
な
冠
血
行
再
建

状
態
を
認
め
た
が
︑
一
年
後
に
は
グ
ラ
フ
ト
は
閉
塞
し
た
︒
そ
の
後
︑
自
己

静
脈
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
た
小
児
冠
血
行
再
建
術
で
は
高
頻
度
に
静
脈
グ
ラ
フ

ト
の
閉
塞
︑
拡
張
︑
短
縮
︑
変
性
︵
動
脈
硬
化
症
病
変
︶
が
生
じ
る
こ
と
が

判
明
し
て
き
た
︒

三�

．
そ
こ
で
︑
北
村
氏
は
よ
り
良
い
グ
ラ
フ
ト
を
求
め
て
︑
一
九
八
三
年
に
世

界
で
初
め
て
内
胸
動
脈
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
た
小
児
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を

施
行
し
報
告
し
た
︒
こ
の
方
法
は
小
児
の
内
胸
動
脈
︵
左
右
一
対
︶
を
用
い

て
冠
動
脈
に
バ
イ
パ
ス
を
行
う
方
法
で
︑
そ
の
成
功
の
鍵
は
内
胸
動
脈
の
有

す
る
特
異
的
な
内
皮
細
胞
機
能
と
患
児
の
成
長
に
合
わ
せ
グ
ラ
フ
ト
も
長

さ
・
太
さ
と
も
成
長
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
北
村
氏
は
血
管
造
影
像
の
数
学
的

解
析
か
ら
生
体
内
グ
ラ
フ
ト
長
の
測
定
を
行
い
﹁
成
長
性
﹂
を
実
証
し
た
︒

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
︑
内
胸
動
脈
は
平
滑
筋
が
著
し
く
少
な
く
︑
川
崎
病

に
侵
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
︑
ま
た
︑
小
児
で
両
側
の
内
胸
動
脈
を
グ
ラ
フ

ト
と
し
て
利
用
し
て
も
胸
部
の
発
育
に
支
障
の
な
い
こ
と
も
証
明
し
た
︒
こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
手
術
効
果
は
極
め
て
長
期
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
︑
成
長
期

に
あ
り
︑
余
命
の
長
い
小
児
に
対
す
る
手
術
と
し
て
理
想
的
な
も
の
と
考
え

ら
れ
た
︒
そ
の
後
︑
内
胸
動
脈
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
て
一
〇
〇
人
を
超
え
る
小

児
冠
血
行
再
建
手
術
を
行
い
三
〇
年
に
及
ぶ
追
跡
を
行
っ
た
結
果
︑
小
児
に

と
っ
て
は
最
適
な
手
術
と
結
論
し
た
︒

　

北
村
氏
に
は
手
術
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
年
間
十
数
件
︑
世
界
中
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
お
り
︑
ま
た
︑
米
国
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
手
術
に
立
ち
合
い
︑
更
に
︑

ト
ル
コ
︑
イ
タ
リ
ア
︑
セ
ル
ビ
ア
等
の
子
供
達
を
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
に
受
け
入
れ
︑
手
術
を
行
っ
て
き
た
︒
川
崎
病
冠
動
脈
後
遺
症
に
対
す
る

本
手
術
は
現
在
︑
世
界
各
国
か
ら
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑﹁K

itam
ura 

O
peration

﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

新
手
術
法
の
普
及
と
現
状

　

手
術
を
開
始
し
て
か
ら
四
〇
年
を
経
て
︑
現
在
で
は
こ
の
手
術
法
は
世
界
中

に
広
く
認
知
さ
れ
︑
安
全
で
︑
有
効
な
手
術
法
と
し
て
英
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
の

多
く
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
近
年
に
な
っ
て
︑
本
手
術
法

は
成
長
期
に
あ
る
小
児
の
冠
動
脈
再
建
手
術
の
基
本
術
式
と
な
り
︑
川
崎
病
の

み
な
ら
ず
︑
先
天
性
冠
動
脈
疾
患
や
先
天
性
複
雑
心
疾
患
術
後
の
冠
動
脈
合
併

症
の
治
療
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
︒
更
に
︑
欧
米
で
は
本
手
術
は
小
児
心
臓
外

科
医
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
含
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
︑
心
臓
外
科
レ
ジ

デ
ン
ト
用
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
北
村
氏
の
始
め
た
顕



一
一

微
鏡
を
用
い
た
〇
～
一
歳
児
の
本
手
術
は
欧
米
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
︑
今
や
年
齢
を
問
わ
ず
︑
世
界
中
で
多
く
の
患
児
の
生
命
予
後
︑
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た
生
活
の
質
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に

北
村
氏
は
﹁
小
児
冠
動
脈
再
建
︵
バ
イ
パ
ス
︶
手
術
﹂
と
い
う
新
し
い
心
臓
外

科
の
領
域
を
開
拓
し
た
︒
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